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OECD東北スクール後継事業 
「地方創生イノベーションスクール 2030」始動！ 

 
 

 2012 年から 2年半にわたって展開した「ＯＥＣＤ東北スクール」の後継事業

「ＯＥＣＤイノベーションスクール 2030」が始まりました。テーマは「地方創

生」で、国内の複数の地域でクラスターを組織し、海外と連携しながら、各々

の地域課題を解決するプロジェクトを中高生が行います。 福島大学は「東北

クラスター」を担当し、震災復興や環境問題、再生可能エネルギーなどの課題

に取り組む生徒をサポートします。 

 

 この 4月に、21世紀型スキルを実践研究する「OECD 日本イノベーション教育

ネットワーク」(事務局:東京大学)が組織されました。その実践を担うプロジェ

クト「地方創生イノベーションスクール 2030」が始まります。 

 本プロジェクトは、これから大きく変化する日本社会、とりわけ「地方課題」

を中高生に考えさせ、取り組むことによって、将来を担うイノベーターを育て

ていきます。さらには、学校教育とも連動させ、「アクティブラーニング」や「プ

ロジェクト学習」などの課題にどのように取り組むかを考えていきます。「東北

クラスター」(事務局:福島大学)には、ふたば未来学園高等学校や福島市立福島

第二中学校、同岳陽中学校、宮城県気仙沼市の参加が決まっており、海外や他

クラスターとの連携により、震災復興や環境問題、再生可能エネルギーなどの

課題に取り組み、プロジェクトを展開します。 

 8 月 15 日(土)から 19日(水)にかけて、国立磐梯青少年交流の家で、「第 1回

東北クラスタースクール」が開催され、同時に「OECD 日本イノベーション教育

ネットワーク」主催による教員研修も開催されます。プロジェクトを展開する

上でご協力いただける団体・個人を募集しています。 

 

 ※「OECD 東北スクール報告書 2011-2014」が完成しました。問い合わせは下

記まで。 

 

（お問い合わせ先） 
東北クラスター代表 三浦浩喜(福島大学理事・副学長) 
ＯＥＣＤ連携事業運営事務局 事務局長 七島貴幸 
   電話：024-503-3803 
   ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：info@oecd-tohoku-school.com 
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OECD（経済協力開発機構）と連携したプロジェクト第二弾！

地方創生イノベーションスクール2030
スタート！

地方創生イノベーションスクール2030 東北クラスター運営事務局

OECD東北スクール（2012/3～2014/８）

2014年、パリから世界に向けて

東北の魅力をアピールせよ

福島・宮城・岩手3県の中高生約100人が参加し、東北の復
興と、日本・世界のイノベーターをめざす。

2年半の取組で、21世紀に必要な能力を獲得する。

産官学の連携により、新しい教育を生み出すシステムを作る。

「東北復幸祭〈環WA〉in PARIS」の成功、生徒
達の成長、新しい教育の誕生

• OECD東北スクールの成功を受けて、「OECD
日本イノベーション教育ネットワーク」(東京大
学に事務局)が誕生。

• 新プロジェクト「地方創生イノベーションスクー
ル2030」がスタート。東北を含む5つのクラス
ターが生まれる。

• それぞれのクラスターが海外と連携して課題
に取り組む。その課題は……

人口減少、少子高齢化、環境問題、
エネルギー問題、ICTの発展……

子どもたちが大人になっている
2030年はどのような時代でしょうか

どのような教育が必要なのでしょうか
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地方創生イノベーションスクール2030 東北クラスター6

【背景】
●21世紀の混迷する社会を生き抜くにはどのような能力が必要か、どのような教育システムが必要なの
か、どのような教育活動によってもたらされるのか、などを明らかにする研究が求められている。

【目的】
●大学と学校が協働し生徒と教師によるプロジェクト学習を展開し、研究協力校と連携して、
公立の中学校・高校へのアクティブラーニングの導入を推し進め、カリキュラム改革モデルをつくる。

【概要】 それぞれの地域課題の解決に向けて、海外と連携して活動を展開し、2年後の生徒国際ラウンド
テーブル（国内を想定）で発表する。また、学校におけるカリキュラム改革・研究を並行して進める。

連携・還元

地域活動：
地方創生をめざ
したプロジェクト

学校改革：
プロジェクト学習を
見据えたカリキュラ
ム改革

福島大学
クラスターオフィス、学生チーム、ILLab

宮城教育大学他クラスター
広島、福井、和歌山、高専

東北クラスター

OECD日本イノベーション教育ネットワーク事務局：東京大学

サポートサポート サポート

環境問題や少子高齢化、再生可能エネ
ルギーなどのテーマに即して、海外の地
域と共同研究を進める

各地域の課題に即したプロジェクトを生
徒が発案し、協力者とともに実行に移す
(東北スクールの活動の継続)

21世紀課題に対応できるプロジェクト学
習やアクティブラーニングなどを組み込ん
だ学校カリキュラムを探る。

生徒や教員、学校の変容をモニタリング
し、エビデンスを提供する。

知
識

スキル・コンピテンシー

人格形成

メタ認知

新たな学力概念の
模式図

新学習指導要領、OECD
キーコンピテンシー、学校
改革などに反映

A学校

B学校

C地域
チーム

海外D国E地域
チーム

コラボレーション

海外経験(2016)、日本に
生徒ラウンドテーブルで国
内外に政策提言(2017)
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• 自分の地域の課題を明らかにし、海外と連携
しながら地方創生プランを考える。

• 教員や地域のステークホルダーとともに、地
方創生プランを実践する。

• 協力校は、これらの成果を取り入れながらカ
リキュラム改革を進める。

プロジェクトの活動
フェイズ 生徒 教員 学校 EP

海外連携
海外とのコミュ
ニケーション、コ
ラボレーション

海外連携のサ
ポート

語学サポート、
コーディネイト

地域活動
地方創生のた
めの地域活動

地域活動のサ
ポート

地域活動サ
ポート

教育改革 教員研修
学校改革、カリ
キュラム改革

授業づくりサ
ポート

リサーチ 専門分野における支援、活動の記録、調査、分析、まとめ
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スケジュール
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第１回クラスター
スクール

•組織作り
•プロジェクト素案

第２回クラス
タースクール

•地域スクール報告
•海外コラボの改善

第３回クラス
タースクール

•海外渡航計画
•政策提言に向けて

第４回クラス
タースクール

•文化活動のコラボ
•政策提言のブラッ
シュアップ

生徒国際ラウン
ドテーブル

•文化交流祭
•2030年の社会作り
への提言まとめ

2015年

８月

2016年

3月

2016年

8月

2017年

3月

2017年

8月

日本の生徒の
相手国研修

教員研修 教員研修 教員研修 教員研修

生徒・学
校事前
調査

パイロット授業の実
施・授業計画立案

複数プロジェク
ト授業の実施

授業実践、お
よびカリキュラ
ム整理

授業実践、検
証

カリキュラムの
まとめ、考察

地域スクール
海外コラボ

地域スクール
海外コラボ

地域スクール
海外コラボ

相手国生徒
日本国内研修

保護者
説明会

渡航説明
会

国際ラウ
ンドテー
ブル実行
委員会結
成

市町村、
県、国、
OECDに
提言

中間報
告会

中間報
告会

プレラウ
ンドテー
ブル

第1回東北クラスタースクール

• 期日 平成27年8月15日(土)～18日(火)
• 場所 国立磐梯青少年交流の家
• 内容 ①東北スクールの生徒との交流

(１５−１６)
②地方創生プラン作成ワークショップ

(１６−１８)
③教員研修(16-17)

第１回東北クラスタースクールスケジュール
月 8月15日(土) 16日(日) 17日(月) 18日(火) 19日(水)

午
前

9:00 ワークショップ①
「先輩から学ぼう」
（OECD東北スクール卒業
生との交流）
卒業生1名につき、生徒10
名がつく分科会。

8:50 ワークショップ④
「隠岐島前高校に学ぼ
う！」
高校生が活躍して地域を
復活させた実践に学ぶ。質
問する力
(教員研修と合流)

8:50 ワークショップ⑦
「地域紹介&自分たちの地
方創生プラン発表」
10:00 ワークショップ⑧
3年後の自分を想像し、自
分に向けた手紙を書いてみ
よう！
11:00 エンディングセレモ
ニー
①総括 ②行動提起 ③感想
発表

8:50 東北ク
ラスターアク
ションプランの
作成(続き)

解散

午
後
東北クラスター＆東
北スクール交流会
13:30 オープニング
16:00 野外炊飯

13:30 オープニングセレ
モニー＆自己紹介
14:30 ワークショップ②
「自分の未来を描き出そ
う」(アクセンチュア)
2030年をを予測し、自分
自身の未来を考える。周辺
の大人からアドバイスを得
る。大人と仲良くなる。

13:30 ワークショップ⑤
「自分たちの地域活動を
構想しよう」
(Blue Earth 谷口)高校生に
よる環境問題プロジェクト
の事例に学ぼう
後半地域チームごとに地方
創生プランを構想する。

〈以降、東北クラスター代表
者のみ〉
13:30 スクールの振り返り
地方創生プランのレ
ビュー

16:00 東北クラスターのア
クションプランの作成

夜 18:30 キャンプ
ファイヤー
自己紹介を中心に

18:30 ワークショップ③
「大人から学ぼう」企業
等による分科会に分かれ、
必要な情報を得る。

18:30 ワークショップ⑥
「地域活動のプレゼン
テーションをつくる」
各グループごとに周囲から
情報を収集しながら自分た
ちで地方創生プランをつ
くってみる

自由時間

10:00 自由時間
(テント泊)

22:30 消灯
宿泊棟泊

宿泊棟泊 リーダーのみ宿泊
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